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 要  旨 
上肢切断者のための手指機能再建の技術として義手が挙げられる．義手に求められる機能とし
て，対象物を安定して把持し，目的の場所へ搬送することである．そのため安定的な物体の保持
のために，義手の感覚情報や物体の情報を利用者に適切にフィードバックする必要がある．  
上記の様な安定把持を実現するために，感覚情報を直感的に分かり易くフィードバックする手
法を考える．感覚フィードバックの刺激手段としては，機械振動と電気刺激装置が考えられるが，
エネルギー効率が高く，アクチュエータが不要で小型化が可能であることから，電気刺激を採用
する．感覚情報の提示方法は大きく 2つに大別される．(1)時間的なパターンとして提示する方法
では，少ないチャンネル数で多くの刺激パターンを表せるが，即時性の低下を避けられないため，
感覚フィードバックとして適さない．(2)空間的に異なる位置の刺激として提示する方法では，刺
激する位置を変えることで即時性を保ったまま多くの刺激パターンを表現できる．しかし多数の
刺激点を用意するためには多チャンネル化が必要となり，装置の大型化と装着性の低下が問題と
なる． そこで本研究ではファントムセンセーション(PS)に着目した．PS は多点同時に刺激を与
えた際の刺激強度の偏りにより，その電極の間に刺激が知覚される現象である．この PS を利用
して刺激電極以上の刺激点を表現し，多点刺激と装置の小型化を両立させることを目指す．しか
し現在のところ電気刺激によって PS を発生させる条件が明確になっていないため，義手の感覚
フィードバックとしての適用が難しい． 
そこで本研究では，PSを安定的に発生させる条件と，義手の感覚フィードバックとしての PS
の適用法を探索する．具体的には，PSを安定して発生させるための刺激強度，刺激周波数，刺激
移動速度を明らかにし，その刺激手法を義手へ適用し感覚フィードバックとして実現できる情報
量について検証する． その結果，PSを発生させる条件を明らかにし，PSによる感覚フィードバ
ックを用いて，4種類の物体の識別が可能であることを示した． 
  
